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ABSTRAK 

 

 

Rianita Kurniawati, 2014 “Analisis Pragmatik Terhadap Penggunaan Interjeksi 

Penanda Impresi Terkejut Dalam Komik Detektif Conan Karya Aoyama Gōshō” 

Skripsi, program studi S1Pendidikan Bahasa Jepang, Universitas Negeri Jakarta. 

Pembimbing: (I) Komara Mulya M. Ed, (II) Cut Erra Rismorlita M.Si 

 Terdapat banyak jenis interjeksi dalam bahasa jepang, salah satunya adalah 

sebagai penanda impresi terkejut yang diungkapkan dengan cara berbeda 

tergantung kondisi yang melatarbelakanginya.  

 Tujuan dari penelitian ini adalah meneliti penggunaan kandoushi penanda 

impresi terkejut dalam komik Detektif Conan karya Aoyama Gosho dilihat dari 

tinjauan pragmatik. Penelitian ini dilakukan dengan menggunakan metode 

deskriptif dan studi kepustakaan yakni dengan cara menjabarkan suatu keadaan 

atau fenomena aktual dalam kehidupan sehari-hari dan dengan mengadakan 

penelaahan terhadap buku-buku yang berkaitan dengan penganalisaan.  

 Setelah dilakukan penelitian kemudian ditarik kesimpulan tentang fungsi dan 

penggunaan kandoushi tersebut. Hasil penelitian menunjukkan bahwa terdapat 

lima kandoushi penanda impresi terkejut yang terdapat dalam komik detektif 

conan. Kandoushi tersebut antara lain e’, ee, nani, wa’, are, dan ara. 

 Kesimpulan penelitian ini adalah masing-masing dari kandoushi tersebut 

memiliki fungsi dan penggunaan yang berbeda dikarenakan konteks situasi tutur 

yang melatarbelakanginya juga berbeda. Beragam fungsi yang ditemukan dalam 

masing-masing kandoushi tidak dapat menggantikan kedudukan kandoushi satu 

dengan lainnya. 

 

 

Kata kunci: Analisis penggunaan, kandoushi, impresi terkejut  dan komik. 
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AOYAMA GOSHOの名探偵コナンにおける驚きを表す感動詞の語用

論分析 

 

ジャカルタ国立大学 

Rianita Kurniawati 

anita.chan24@yahoo.co.id 

 

概要 

 

A. はじめに 

 言語はたくさんの機能をもっている。表現したり、報告したりするため

の機能などである。コミュニケーションでは話し手が言語を使用して相手に

表現や感情を表す。日本語では相手に対する感情を表すため、話し手は「感

動詞」という品詞を使う。感動詞は様々な意味と用法を持っている。日本語

を習っている外国人として自然に使えるのは必要である。感動詞は外国人に

とって日本語の学習の問題にもなると思う。感動詞はたくさんの意味や用法

をもっているため、感動グループの感動詞に分類される「驚き」の用法を分

析することにした。その為、この論文の問題は AOYAMA GOSHO が書いた名探

偵コナンにおける驚きを表す感動詞の機能を目指する。 

 村上(1989:18) は単語を文法上の色々な性質によって分類したものを品

詞と言う。また日本文法辞典 (1988:182-185)では「感動詞は驚き、詠嘆・

誘い・応答など、話し手の感情・意志を非分析的、直接的に表現した語で、

実質的概念をもたないにもかかわらず単独で文の成分となることができ、更

には単独で一文となることができる語。品詞の一つ」ということである。 

 本研究では感動の感動詞を分析するために語用論アプローチを使った。

小泉(1993:281)は「語用論は語の用法を検査したり検討したりする部門では

ない。言語伝達について発話はあるばあいにおいてさせる。発話としての文

はそれが用いられる環境の中で始めて適切な意味は持つ事になる」というこ

とである。 

mailto:anita.chan24@yahoo.co.id
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B. 研究方法 

本研究は記述法を使用した。アリ(1987:121)によると、記述的な研究は

そのまま存在する状況または実現象を説明することを目的とする研究である。

対象は日常生活の中で発生するものである。本研究は記述・定性的な方法を

使用したので本研究は漫画にある場面から見る驚きを表す感動の感動詞の機

能や使用を説明した。本研究は AOYAMA GOSHO が書いた名探偵コナンに制限

された。 

 

C. 研究結果と分析 

この名探偵コナンに感動グループの感動詞の「驚き」すなわち、「えっ、

ええ、わっ、あれ、あら」が見つかった。この見つかった感動詞はそれぞれ

どのような場合に使われるか場面による分析した。 

吉田 (1979: 276)によると「えっ」の機能は驚いたり相手の言う言葉が

理解できなかったり疑問を感じたりして問い返す時に発する。 

例： 幸姫 : もしかして、東京で亡くなった伸壱さんの事を言っ  

     てる んじゃない・・ 

  孝子 : ああ・・このこの家を出る前に伸壱さんがいってた 

  孝子 :  でも、呪いなんてありませんのでご心配なく 

  幸姫 : それに、そんな話が母の耳に入ったら悲しいみま  

     し・・ 

  小五郎 : え？娑とみさんここにいるんですか？てっきり、入院 

     されてるものと・・ 

(名探偵コナンファイル 7:9) 

上の対話でこの「え？」の感動詞が幸姫の言説に話し手（小五郎）が驚

きの気持ちを発した。この対話の中に「え？娑とみさんここにいるんです

か？てっきり、入院されてるもと」話し手は相手の言葉が理解できなかった

ことを感じて、それで問い返してみたらしい。 

松村明 (1995:270) によると、「えぇ」の機能は驚き不審などを感じ

た時に発するとのことである。 

例： 禅也 : それで？警察はその魔犬を操って犯人の目星はついたの 

     かよ？ 

  山村 : 一応、その怪しげな小屋は夜が明けてから鑑識さんを呼ん

     で調べるつもりですけど・・多分犯人は捕まらないでしょ

     う・・ 
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  孝子 : えぇ！？ 

  禅也 : 何でだよ！？ 

  山村 : だって、相手は犬に呪いをかけてくれちゃてる黒魔従 

     師だんですよ！？。ただのパンピンーの我々警察が太 

     刀打ちできるわけないじゃないですか！？ 

(名探偵コナンファイル 10:4) 

上に述べた「えぇ！？」は相手が話したことを聞いたための話し手のお

どりである。相手が「犯人は捕まらないだろう」と言ったので話し手は「な

ぜ警察官は犯人を捕まえなかったかなあ」という不審な感じが出た。 

鈴木(1995:1981)によると、「なに」の機能は心外である。信じれない

と言う気持ちで、強く問い返す時に発するとのことである。 

例： 中森 : なに！？雨だと！？キッドは雨になるのを待って予告 

     日時を決めたっていうのか！？ 

コナン : うん！外は今にも降りそうだし・・明日の天気予報は 

   雨 みたいだしね！ 

(名探偵コナンファイル 3:3) 

上にある対話では中森は自分が聞いたことを論理的ではなくて、信じる

ことができないから、言葉を繰り返した。「雨」と言う言葉を 2回言った。

中森が言った「なに！？」は信じられない気持ちや驚きを表す感動の感動詞

である。 

吉田 (1979:2269) によると、「わっ」の機能は意外な時、驚いた時に

発すとのことである。 

例： 園子 :  わっ、すごい！ホントに空港の搭乗口みたいになって 

     る！ 

蘭  :  しかしも、３つもゲートがあるし・・ 

園子 :  さすが、おじ様！やるゥ～！！ 

(名探偵コナンファイル 3:8) 

話し手の意外なことが起こった時の驚きや感心を表す気持ちである。上

にある対話では園子が見たことに感心して、思わず「わっ、すごい！」と言

った。 

吉田 (1979:86) によると、「あれ」の機能は驚いたり怪しんだりする

時に発するとのことである。 

例： 園子 :  日本を今一度、洗濯いたし申候！ 

蘭  : え？ 
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園子 :  さて、これは誰の言葉でしょー？ 

蘭  : あれ～？何か聞いた事あるけど・・ 

(名探偵コナンファイル 2:1) 

「あれ」の感動詞はインドネシア語で「wah?」とも言える。上の対話で

は話し手は相手が知らない事の竜馬を言った。相手が不思議になった気持ち

を表している。だから、話し手は「あれ」と言った。 

吉田 (1979:76) によると、「あら」の機能は驚いたり怪しんだり、ある

いは感動したりした時に発するとのことである。 

例： 服部 : 背中にうつすら死斑もでてたで！あら、あんたが死ん 

     でるおっちゃんをベッドに寝かせて眠ってるみたいに 

     見せかけた証拠や！ 

コナン : まぁ、証拠ならおばさんの指紋がガムテに残ってるん 

   じゃねーか？ 

(名探偵コナンファイル 6:6) 

上にある「あら」は驚いたり、不審な印象をしたりする気持ちを表した。

服部は証拠を見るまでは全然その事柄を思わなかったらしい。 

分析した 5つ種類の感動詞から見ると、各感動詞は場面によって、別の

機能・使用を持っている。その 5つ種類のデータの結論は次の通りである。 

1. 「えっ」という感動詞ははっきりしていない場合・相手にもう一回

繰り返してもらいたい時の反応をよくすることである。 

2. 「ええ」という感動詞は意外なことが起こった場合・驚いたり不審

な気持ちを強く表す反応である。 

3. 「なに」という感動詞は信じれないと言う気持ちで、強く問い返す

時に発する反応である。 

4. 「わっ」という感動詞は驚いたり感心の気持ちを表す反応である。 

5. 「あれ」という感動詞は驚きや不審な気持ちを表す反応である。 

6. 「あら」という感動詞は驚きや不審な印象をしたりする気持ちを表す

反応である。 

 

 

 



ix 
 

D. おわりに 

上記から分析でそれぞれ感動詞は違い場面とてきとうな使用を持っ

ている。「えっ」と言う感動詞は３つ種類があり、「ええ」と言う感動詞は

２つ種類があり、「なに」と言う感動詞は２つ種類があり、「わっ」と言う

感動詞は２つ種類がある、「あれ」と言う感動詞は２つ種類がある。それか

ら最後「あら」と言う感動詞は２つ種類がある。つなわち、その６つ感動詞

の中で使用が１３分かれていた。 
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